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森林を守る大切さを学ぶ 学校林体験学習会 
7月 5日（金）御明神小学校 5年生 9名、6年生 11

名は橋場地区にある学校林で森林体験学習会を行い

ました。児童は 2018 年の御明神小学校開校の時に植

樹した 12 本の杉の木の成長を毎年観察し、下草刈り体

験を行っています。この活動は子どもたちに山の仕事を知

ってもらい、自然に対する関心・愛護の気持ちを育てるた

め、学校林管理会の指導の下、保護者も参加し行って

います。 

この日も 4 人の学校林管理会の方と、3 名の保護者

が、緑の少年団の衣装を着けた児童と杉の成長を観察

しました。6 年生の長澤
ながさわ

悠
は る

翔
と

さんは「去年 214 ㎝だった木

が、今年は 420 ㎝に成長し、2 倍近く成長していることが

分かった」とこの一年の成長に驚いた様子。学校林管理

会副会長の千葉
ち ば

和彦
かずひこ

さんは「子どもたちの身近にある山

がこうして手入れされていることを知って、自然を保護する

気持ちを持ってもらいたい」と話します。学校林管理会会

長の原正人
は ら ま さ と

さんからは「人が山に入る時は、熊の生息地

にお邪魔しているという気持ちで入るように」と近年増えて

いる熊に注意しつつ、自然に対する心構えを教えていた

だきました。 

 

御明神小学校 地域学習 

樹
高
と
幹
の
太
さ
を
計
測
す
る
児
童 

御明神小児童は緑の少年団として活動しています 

 

学校支援ボランティアを募集します 

 
 

各小学校で 2 学期に 5，6 年生がミシンを使って作品作りを行います。 

一斉の作業になるので、縫い間違いや、ミシントラブルが予想され、 

先生一人の対応では学習の進度に影響がでてしまいます。そんな時 

ボランティアさんがいてくださると児童は安心して作業することが 

でき、先生も授業を進めることができます。ミシン学習のお手伝い 

ならできるという方、是非おしらせください。 

ミシンボランティア募集（各校共通） 

 

趣味を生かして、子どもたちの学びを応援しませんか？ 

 

問い合わせ 

雫石町生涯文化スポーツ課 

019-692-4181（雫石町中央公民館） 

地域学校協働活動推進員 鈴木 

糸の絡まり 

 
ミシントラブル 

 

縫い間違い 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

          野菜作り名人になろう！！ 

子どもたちに、地元の歴史や風習を知ってもらいたい 

茅 ち

の
輪 わ

を
く
ぐ
っ
て
半
年
の
厄

や
く

を
祓

は
ら

う
児
童
（
岩
手
山
神
社
） 

7 月 3 日（水）、雫石小学校 2 年生 47 名は野菜博士の

谷地
や ち

正司
し ょ う じ

さん（雫石町農業者トレーニングセンター指導員）か

ら学級園で育てている野菜作りのアドバイスをいただきました。

児童は野菜ごとに 12 のグループに分かれ、6 月上旬に種や

苗を植えました。児童は植え方や、育て方を自分たちで調べ、

お世話しています。その過程で出た疑問や、上手くいく方法を

知りたいという意欲が出てきたタイミングで適切なアドバイスをい

ただき、野菜作りの面白さを体感していくのが雫石小スタイル。 

児童からの「水はどのくらいやればいいのですか？」という

質問に谷地さんが「土を握
にぎ

って団子になるくらいが丁度いい。

崩れるようだと水がたりないということだよ」と答えると、児童は土

を握って確かめていました。これから児童は、谷地さんから教え

ていただいた野菜作りのコツを実践しながら美味しい野菜の

収穫を目指します。 

 
西山小学校 地域学習 

こ
の
枝
豆
は
上
手
に
育

て
て
い
る
な
あ
！ 

谷
地
さ
ん
か
ら
ス
イ
カ
栽
培
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
児
童 

雫石小学校 2 年生 学校支援活動 教えて、野菜博士！ 

6 月 28 日（金）西山小学校 3 年生 19 名は、自分たち

の地域を知る「西山めぐり」に出かけました。 

雫石神社（雫石たんたん）には、「雫石」の名前の由来
ゆ ら い

である、大きな岩穴の雫の伝説があります。総代長の柴橋
し ば は し

幸蔵
こ う ぞ う

さんと別当の熊野
く ま の

美代
み よ

さんは、今では聴こえなくなった

雫の音に代わり、地域の人達が作った「水
すい

琴窟
き ん く つ

」という仕

掛けで再現した雫の音を児童たちに聞かせてくれました。神

社は昔、勉強会をしたり、紙芝居を読んだり、地域の人達

が話し合いをしたりする大事な場所だったと教えていただきま

した。 

岩手山神社は 7 月 2 日（火）の例大祭に向け、境内
けいだい

の

鳥居には茅
ち

の輪
わ

が取り付けられていました。半年間の穢
けが

れ

を清め、残り半年の無事を祈る「夏越
な ご し

の祓
は ら

え」という神事が

行われます。児童は宮司
ぐ う じ

の笹田
さ さ だ

裕一
ゆ うい ち

さんに作法を教えら

れ、茅の輪をくぐり、本殿を参拝しました。この日も多くの参拝

客が、境内の湧
わ

き水を汲
く

んでいる様子を見た児童が「岩手

山神社の水はなんで美味しいんですか？」と質問。総代

長の篠
し の

村
むら

幸造
こ う ぞ う

さんは「ここから 200m くらい奥に、アカサンシ

ョウウオが住めるほどきれいな水が湧き出ていて、その水を

引いているんだよ」と教えてくれました。 

児童はこのほか葛根田水力発電や、玄武洞、弘法桜

など、地域の名所や、産業を見て回りました。 

「
水

す
い

琴
窟

き
ん
く
つ

」
の
不
思
議

な
水
の
音
に
耳
を
澄
ま

せ
る
児
童 
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雫
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社
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し
ん
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い
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し
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雫
石
神
社
の
伝
説
よ
り
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